The Succession of Criminal Law and Acceptance in Rituals in Ancient Japan by 陳 睿垚 & CHEN Ruiyao
（ 　 ）
一
102
古
代
日
本
に
お
け
る
律
の
継
受
と
礼
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
陳　
　
　
睿　
は
じ
め
に
　
古
代
日
本
は
、
礼
法
国
家
と
称
さ
れ
る
隋
唐
王
朝
と
違
い
、
刑
法
で
あ
る
律
と
一
般
行
政
法
で
あ
る
令
か
ら
な
る
律
令
法
を
中
心
と
す
る
律
令
国
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
国
中
世
の
隋
唐
王
朝
で
は
、
礼
は
儒
教
の
思
想
に
基
づ
い
て
国
制
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
（
律
令
法
）
は
礼
の
思
想
に
基
づ
く
政
治
的
秩
序
と
国
家
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
法
典
で
あ
る
。
大
隅
清
陽
に
よ
れ
ば
、
礼
と
は
皇
帝
の
権
力
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
理
は
個
々
の
皇
帝
や
王
朝
を
超
え
て
存
在
し
、
皇
帝
を
も
包
摂
し
う
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
法
は
皇
帝
が
制
定
し
て
臣
下
に
与
え
た
行
政
の
準
則
に
す
ぎ
ず
、
基
本
的
に
皇
帝
は
法
を
超
越
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
）
1
（
る
。
日
本
律
令
制
研
究
に
お
い
て
も
、
礼
の
受
容
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
　
石
母
田
正
は
、
日
本
律
令
の
母
法
で
あ
る
中
国
法
の
形
成
を
、
習
俗
ま
た
は
慣
習
か
ら
の
「
礼
」
の
分
化
と
発
展
に
始
ま
り
、
そ
の
「
礼
」
か
ら
「
法
」
が
分
離
す
る
過
程
と
し
て
捉
え
、
そ
の
結
果
と
し
て
、「
法
」
が
倫
理
や
道
徳
と
い
う
倫
理
的
・
人
格
的
世
界
か
ら
政
治
の
領
域
へ
と
移
行
し
、
非
人
格
的
な
制
度
論
と
組
織
論
を
確
立
さ
せ
）
2
（
た
。
そ
れ
以
降
、
日
本
の
律
令
制
と
古
代
国
家
の
研
究
に
お
い
て
は
、
礼
制
の
受
容
な
ど
の
問
題
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
　
吉
田
孝
は
、
七
世
紀
の
列
島
社
会
が
律
令
法
を
体
系
的
に
継
受
で
き
た
背
景
と
し
て
、
そ
の
母
法
で
あ
る
中
国
律
令
が
、
①
民
族
的
・
（ 　 ）
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伝
統
的
な
色
彩
の
濃
い
社
会
規
範
で
あ
る
礼
と
は
一
応
別
個
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
、
②
主
と
し
て
公
法
的
な
法
規
の
み
で
あ
る
こ
と
、
③
王
権
の
あ
り
方
を
直
接
に
は
規
定
せ
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
政
の
一
部
し
か
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
を
挙
げ
）
3
（
た
。
大
隅
清
陽
は
、
吉
田
氏
の
理
解
に
賛
同
し
た
う
え
で
、
律
令
と
礼
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
律
令
が
完
成
・
施
行
さ
れ
た
後
の
八
世
紀
以
降
の
段
階
に
お
け
る
律
令
と
は
異
な
る
礼
制
の
継
受
の
可
能
性
を
指
摘
し
）
4
（
た
。
後
に
、
大
津
透
は
、
八
世
紀
中
葉
（
天
平
期
）
か
ら
九
世
紀
中
葉
（
貞
観
期
）
に
か
け
て
の
時
期
が
、
礼
制
を
中
心
と
す
る
中
国
国
制
が
導
入
さ
れ
た
日
本
律
令
国
家
の
新
た
な
段
階
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
は
神
話
的
・
氏
族
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
依
拠
し
て
い
た
天
皇
制
が
、
儒
教
思
想
や
礼
制
に
よ
っ
て
も
根
拠
附
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
）
5
（
た
。
こ
の
よ
う
に
、
格
式
の
編
纂
に
も
、
礼
制
継
受
と
い
う
独
自
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
）
6
（
る
。
　
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
大
宝
・
養
老
律
令
に
は
、
七
世
紀
段
階
の
倭
国
の
国
制
を
継
受
し
た
と
い
う
特
質
が
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
衣
服
令
・
喪
葬
令
・
仮
寧
令
な
ど
の
編
目
に
、
礼
の
継
受
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
律
令
法
と
礼
制
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
律
の
中
に
「
礼
」
の
思
想
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
律
に
含
ま
れ
て
い
る
礼
の
継
受
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
　
本
稿
で
は
、
八
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
『
隋
書
』
倭
国
伝
の
記
事
と
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
比
較
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
日
本
（
倭
国
）
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
広
義
の
礼
を
受
け
入
れ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
一
『
隋
書
』
倭
国
伝
か
ら
見
る
礼
の
継
受
　
開
皇
二
〇
年
（
六
〇
〇
）
の
第
一
次
遣
隋
使
派
遣
に
つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
は
語
ら
な
い
が
、『
隋
書
』
倭
国
伝
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
隋
書
』
倭
国
伝
に
は
、
（ 　 ）
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開
皇
二
十
年
、
倭
王
姓
阿
每
、
字
多
利
思
比
孤
、
號
阿
輩
雞
彌
、
遣
㍾使
詣
㍾闕
。
上
令
㊦所
司
訪
㍼其
風
俗
⊿
使
者
言
倭
王
以
㍾天
爲
㍾兄
、
以
㍾日
爲
㍾弟
、
天
未
㍾明
時
出
㍼聽
㍾政
㊥
跏
趺
㍼坐
㊥
日
出
便
停
㍼理
務
㊥
云
委
㍼我
弟
⊿
高
祖
曰
、
此
太
無
㍼義
理
⊿
於
㍾是
訓
令
㍼
改
㍾之
⊿
と
あ
り
、
開
皇
二
〇
年
（
六
〇
〇
）
に
倭
国
が
使
者
を
隋
王
朝
に
派
遣
し
、
使
者
は
倭
国
の
国
情
な
ど
を
報
告
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
国
書
を
持
た
な
い
倭
国
を
、
隋
王
朝
が
「
義
理
無
し
」
と
評
価
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
倭
国
は
憲
法
十
七
条
を
成
立
さ
せ
た
。
大
隅
清
陽
は
、
遣
隋
使
に
接
し
た
隋
文
帝
が
、
そ
れ
以
前
の
倭
国
王
の
聴
政
が
夜
明
け
前
に
始
ま
り
、
日
の
出
と
と
も
に
終
わ
っ
て
い
た
の
を
、
中
国
風
の
朝
政
に
改
め
さ
せ
た
と
の
記
載
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
朝
参
の
整
備
を
、
中
国
礼
制
摂
取
の
一
環
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
）
7
（
た
。
　
大
業
三
年
（
六
〇
七
）
の
第
二
次
遣
隋
使
の
派
遣
に
お
い
て
も
、
隋
煬
帝
の
倭
国
に
対
す
る
評
価
は
変
わ
ら
な
い
。『
隋
書
』
倭
国
伝
に
は
、
　
　
大
業
三
年
、
其
王
多
利
思
比
孤
遣
㍾使
朝
貢
。
使
者
曰
、
聞
㊦海
西
菩
薩
天
子
重
興
㍼佛
法
㊥
故
遣
㍼朝
拜
㊥
兼
㍼沙
門
數
十
人
㍽來
學
㍼
佛
法
⊿
其
國
書
曰
、
日
出
處
天
子
致
㍾書
㍼日
沒
處
天
子
㍽無
㍾恙
、
云
云
。
帝
覽
㍾之
不
悅
、
謂
㍼鴻
臚
卿
㍽曰
、
蠻
夷
書
有
㍼無
禮
㍽者
。
勿
㍼復
以
聞
⊿
明
年
、
上
遣
㍼文
林
郞
裴
淸
㍽使
㍼於
㍾倭
國
⊿
と
あ
り
、
大
業
三
年
に
倭
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
は
国
書
こ
そ
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
周
辺
国
家
に
過
ぎ
な
い
「
倭
国
」
の
大
王
が
「
天
子
」
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
煬
帝
が
激
怒
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
四
年
（
六
〇
八
）
の
記
事
に
、
　
　
倭
王
遣
㍼小
德
阿
輩
臺
㊥
從
㍼數
百
人
㊥
設
㍼儀
仗
㊥
鳴
㍼鼓
角
㍽來
㍾迎
。
後
十
日
、
又
遣
㍼大
禮
哥
多
㊥
從
㍼二
百
餘
騎
㍽郊
勞
。
既
至
㍼
（ 　 ）
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都
㊥
其
王
與
㍾清
相
㍾見
、
大
悦
曰
、
我
聞
㍼海
西
有
㍾大
隋
㊥
礼
義
之
国
、
故
遣
㍼朝
貢
⊿
我
夷
人
、
僻
在
㍼海
隅
㊥
不
㍾聞
㍼礼
義
⊿
是
㍾以
稽
留
㍼境
内
㊥
不
㍼卽
相
見
⊿
今
故
淸
㍾道
飾
㍾館
、
以
待
㍼大
使
㊥
冀
聞
㍼大
國
惟
新
之
化
⊿
淸
答
曰
、
皇
帝
德
並
㍼二
儀
㊥
澤
流
㍼四
海
㊥
以
㍼王
慕
化
㊥
故
遣
㍼行
人
㍽來
㍾此
宣
㍾諭
。
既
而
引
㍾淸
就
㍾館
、
其
後
淸
遣
㍾人
謂
㍼其
王
㍽曰
、
朝
命
既
達
、
請
㍼卽
戒
塗
⊿
於
是
設
㍾
宴
享
㍾以
遣
㍾淸
、
復
令
㊦使
者
隨
㍾淸
來
㍾貢
㍼方
物
⊿
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
倭
王
と
裴
世
清
と
の
会
見
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
隋
王
朝
が
「
礼
義
之
国
」
と
自
称
し
た
の
に
対
し
、
倭
王
は
「
夷
人
」
を
自
称
し
、「
礼
義
を
聞
か
ず
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
川
勝
守
は
、『
隋
書
』
倭
国
伝
が
書
き
記
し
た
「
故
遣
朝
貢
」「
我
夷
人
」「
僻
在
海
隅
」「
不
聞
礼
義
」
は
中
国
側
の
作
文
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
）
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（
る
。
　
『
隋
書
』
に
よ
っ
て
、
隋
王
朝
の
日
本
（
倭
国
）
認
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
倭
国
は
未
開
化
の
国
に
過
ぎ
な
い
が
、
礼
制
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
だ
け
で
な
く
、『
日
本
書
紀
』
も
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。
　
　
十
六
年
夏
四
月
、
小
野
臣
妹
子
、
至
㍾自
㍼大
唐
⊿
唐
國
號
㍼妹
子
臣
㍽曰
㍼蘇
因
高
⊿
卽
大
唐
使
人
裴
世
清
・
下
客
十
二
人
、
從
㍼妹
子
臣
㊥
至
㍼於
筑
紫
⊿
遣
㍼難
波
吉
士
雄
成
㊥
召
㍼大
唐
客
裴
世
清
等
⊿
為
㍼唐
客
㍽更
造
㍼新
館
於
難
波
高
麗
館
之
上
⊿
六
月
壬
寅
朔
丙
申
、
客
等
泊
㍼于
難
波
津
⊿
是
日
、
以
㍼飾
船
卅
艘
㊥
迎
㍼客
等
于
江
口
㊥
安
㍼置
新
館
⊿
（
中
略
）
秋
八
月
辛
丑
朔
癸
卯
、
唐
客
入
㍾京
。
是
日
、
遣
㍼飾
騎
七
十
五
匹
㊥
而
迎
㍼唐
客
於
海
石
榴
市
術
⊿
額
田
部
連
比
羅
夫
、
以
告
㍼禮
辭
㍽焉
。
壬
子
召
㍼唐
客
㍽於
朝
廷
、
令
㍾奏
㍼使
旨
⊿
（
中
略
）
於
㍾是
、
大
唐
之
國
信
物
置
㍼於
庭
中
⊿
時
使
主
裴
世
清
、
親
持
㍾書
、
兩
度
再
拜
、
言
㍼上
使
旨
㍽而
立
之
。
其
書
曰
、
皇
帝
問
㍼倭
皇
⊿
使
人
長
吏
大
禮
蘇
因
高
等
、
至
具
㍾懐
。
朕
欽
㍼承
寶
命
㊥
臨
㍼仰
區
宇
⊿
思
∮弘
㍼德
化
㊥
覃
∫被
含
靈
∵
愛
育
之
情
、
無
㍾隔
㍼遐
邇
⊿
知
∮皇
介
㍼居
海
表
㊥
撫
㍼寧
民
庶
㊥
境
内
安
樂
、
風
俗
融
和
、
深
氣
至
誠
、
遠
脩
∫朝
貢
∵
丹
款
之
美
、
朕
㍾有
嘉
焉
。
稍
暄
。
比
如
㍾常
也
。
故
遣
㍼鴻
臚
寺
掌
客
裴
世
清
等
㊥
稍
宣
㍼往
意
⊿
並
送
㍾物
如
㍾別
。
時
阿
倍
臣
出
進
、
以
受
㍼其
書
㍽而
進
行
。
大
伴
（ 　 ）
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囓
連
、
迎
出
承
㍾書
、
置
㍼於
大
門
前
机
上
㍽而
奏
之
。
事
畢
而
退
焉
。（
中
略
）
爰
天
皇
聘
㍼唐
帝
⊿
其
辭
曰
、
東
天
皇
敬
白
㍼西
皇
帝
⊿
（
後
略
）
　
そ
の
う
え
で
、
推
古
一
六
年
（
六
〇
八
）
四
月
に
隋
の
使
者
で
あ
る
裴
世
清
ら
一
三
人
が
筑
紫
に
来
航
し
、
六
月
に
難
波
津
で
倭
国
の
朝
廷
が
裴
世
清
ら
を
出
迎
え
た
。
八
月
に
倭
王
と
、
都
に
到
着
し
た
裴
世
清
が
会
見
し
た
。
こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
賓
礼
に
つ
い
て
、
田
島
公
は
、
開
明
化
し
た
当
時
の
倭
国
の
朝
廷
は
、
中
国
に
な
ら
っ
て
王
権
へ
の
権
力
集
中
を
目
指
す
と
と
も
に
、
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
に
お
け
る
賓
礼
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
導
入
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
受
容
は
、
天
皇
（
大
王
）
に
よ
る
外
交
権
の
確
立
の
過
程
で
も
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
）
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た
。
　
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
と
『
隋
書
』
倭
国
伝
の
記
述
に
は
相
違
が
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
は
、
裴
世
清
の
発
言
の
み
を
記
載
し
、
倭
王
の
そ
れ
は
記
載
し
な
い
。
そ
の
一
方
、『
隋
書
』
倭
国
伝
は
、
両
者
の
発
言
を
記
載
す
る
。『
隋
書
』
倭
国
伝
が
、
裴
世
清
の
来
朝
に
対
し
て
、
倭
王
は
「
大
悦
」
と
記
す
の
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、『
隋
書
』
倭
国
伝
は
、
倭
王
を
「
王
」
あ
る
い
は
「
倭
王
」
と
表
現
し
、
隋
の
皇
帝
を
「
帝
」
あ
る
い
は
「
皇
帝
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
は
、
隋
の
皇
帝
へ
の
呼
称
は
『
隋
書
』
倭
国
伝
と
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
倭
王
を
「
皇
」、「
倭
皇
」
あ
る
い
は
「
天
皇
」
と
改
変
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
第
一
次
遣
隋
使
に
与
え
ら
れ
た
「
無
礼
之
国
」
と
い
う
名
称
を
免
れ
よ
う
と
す
る
倭
国
の
努
力
が
見
え
る
。
大
隅
清
陽
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
使
者
に
対
す
る
賓
礼
や
倭
王
に
対
す
る
名
称
は
、
中
国
礼
制
摂
取
の
一
環
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
初
頭
の
倭
国
は
、
中
国
礼
制
を
摂
取
し
始
め
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
二　
日
本
律
か
ら
見
る
礼
制
の
継
受
　
井
上
光
貞
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
律
の
継
受
の
段
階
を
、（
一
）
中
国
律
の
部
分
的
継
受
、（
二
）
中
国
律
の
体
系
的
継
受
、（
三
）
日
（ 　 ）
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本
律
の
編
纂
、
の
三
つ
に
区
分
し
、（
一
）
は
推
古
朝
前
後
、（
二
）
は
天
武
・
持
統
朝
、（
三
）
は
大
宝
律
の
編
纂
以
後
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
）
10
（
た
。
以
下
で
は
、
こ
の
井
上
氏
に
よ
る
時
期
区
分
に
し
た
が
い
、
日
本
律
に
お
け
る
礼
制
の
継
受
の
具
体
的
な
様
相
を
検
討
し
た
い
。
（
一
）
推
古
朝
前
後
の
刑
罰
　
推
古
朝
前
後
に
見
ら
れ
る
倭
国
固
有
の
刑
罰
（
慣
習
法
）
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
み
ら
れ
る
天
津
罪
・
国
津
罪
だ
け
で
は
な
い
。『
隋
書
』
倭
国
伝
に
も
、
こ
の
時
期
の
刑
罰
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、『
隋
書
』
倭
国
伝
に
は
、
　
　
其
俗
殺
人
強
盗
及
姦
皆
死
、
盗
者
計
㍾贓
酬
㍾物
、
無
㍾財
者
没
㍾身
為
㍾奴
、
自
余
軽
重
、
或
流
或
杖
。
と
あ
る
。
当
時
の
倭
国
で
は
、
殺
人
・
強
盗
・
姦
な
ど
の
罪
を
犯
し
た
場
合
は
死
刑
に
処
し
た
。
盗
賊
の
場
合
に
は
贓
を
計
っ
て
も
の
を
酬
う
も
の
の
、
お
金
が
な
け
れ
ば
良
民
の
身
分
を
剝
奪
し
て
奴
と
し
た
。
そ
の
他
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
流
罪
ま
た
は
杖
罪
に
処
し
た
と
い
う
。
井
上
光
貞
は
、
倭
国
伝
に
お
け
る
死
・
流
・
杖
な
る
刑
罰
は
、
中
国
の
北
朝
か
ら
隋
に
か
け
て
存
在
し
た
正
刑
と
し
て
の
五
刑
に
対
応
し
、
こ
の
種
の
刑
罰
が
、
日
隋
交
渉
の
は
じ
ま
る
以
前
、
即
ち
六
世
紀
に
朝
鮮
三
国
を
通
じ
て
、
北
朝
か
ら
移
植
さ
れ
た
と
も
、
七
世
紀
初
頭
の
対
外
交
渉
に
よ
っ
て
隋
か
ら
伝
わ
っ
た
と
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
指
摘
し
）
11
（
た
。
し
か
し
、
吉
田
孝
は
『
隋
書
』
倭
国
伝
の
「
死
」「
流
」「
杖
」
に
は
中
国
北
朝
の
五
刑
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
が
、「
徒
」
が
み
え
な
い
こ
と
か
ら
、
未
だ
倭
国
で
は
労
役
刑
と
し
て
の
「
徒
」
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
し
）
12
（
た
。
こ
の
時
期
の
倭
国
で
は
、
朝
鮮
半
島
経
由
で
中
国
の
律
の
影
響
が
あ
っ
た
が
、
井
上
光
貞
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
部
分
的
な
継
受
に
と
ど
ま
る
た
め
、
礼
制
の
整
備
が
始
ま
っ
た
と
は
い
え
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
礼
と
法
と
の
関
係
は
ま
だ
理
解
で
き
な
い
程
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
（ 　 ）
古代日本における律の継受と礼の受容をめぐって
七
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（
二
）
天
武
・
持
統
朝
の
浄
御
原
律
　
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
（
六
六
六
）
八
月
壬
子
条
に
は
、
　
　
詔
曰
、
死
刑
・
没
官
・
三
流
、
並
降
㍼一
等
⊿
徒
罪
以
下
、
已
發
覺
、
未
發
覺
、
悉
赦
㍾之
。
唯
既
配
流
、
不
㍾在
㍼赦
例
⊿
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
の
日
本
で
は
、
五
刑
以
外
に
、
没
官
と
い
う
刑
罰
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
井
上
光
貞
は
、
没
官
を
固
有
法
的
な
色
彩
が
強
い
と
指
摘
し
て
い
）
13
（
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
持
統
五
年
（
六
九
一
）
三
月
癸
巳
条
に
は
、
　
　
詔
曰
、
若
有
㍼百
姓
弟
為
㍾兄
見
∑賣
者
、
從
㍾良
。
若
子
為
㍼父
母
㍽見
㍾賣
者
、
從
㍾賤
。
若
准
㍼貸
倍
㍽沒
㍾賤
者
、
從
㍾良
、
其
子
雖
∮
配
㍼奴
婢
㍽所
∟生
、
亦
皆
從
㍾良
。
と
あ
る
。
重
要
な
こ
と
に
、
こ
の
詔
は
、
持
統
三
年
（
六
八
九
）
に
頒
布
さ
れ
た
浄
御
原
令
に
も
と
づ
く
庚
寅
年
籍
の
造
籍
中
に
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
詔
に
よ
っ
て
、
兄
が
弟
を
売
る
こ
と
、
借
財
の
た
め
に
賤
に
な
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
）
14
（
た
。
注
目
す
べ
き
は
、「
若
准
㍼貸
倍
㍽
沒
㍾賤
者
、
從
㍾良
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。『
隋
書
』
倭
国
伝
に
記
載
さ
れ
た
「
無
㍾財
者
没
㍾身
為
㍾奴
」
と
い
う
固
有
法
的
色
彩
の
濃
い
慣
習
が
、
こ
の
詔
に
よ
っ
て
、
法
的
に
は
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
時
期
は
律
令
の
全
面
的
・
体
系
的
継
受
の
段
階
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
ま
た
、「
十
悪
」
と
い
う
律
令
用
語
が
、
持
統
六
年
（
六
九
二
）
七
月
、
文
武
三
年
（
六
九
九
）
一
〇
月
、
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）
八
月
の
赦
文
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
青
木
和
夫
は
、
天
武
・
持
統
朝
に
は
大
宝
律
の
「
八
虐
」
が
「
十
悪
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
）
15
（
た
。
利
光
三
津
夫
は
、
養
老
律
令
施
行
期
の
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
閏
一
〇
月
の
赦
文
に
も
十
悪
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
の
赦
文
を
手
本
と
し
た
た
め
に
十
悪
の
語
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
）
16
（
た
。
八
虐
で
あ
っ
て
も
、
十
（ 　 ）
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悪
で
あ
っ
て
も
、
基
本
の
礼
思
想
を
規
定
し
て
い
る
八
虐
（
十
悪
）
は
公
的
な
法
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
三
）
日
本
の
大
宝
・
養
老
律
　
中
国
漢
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
礼
記
』
に
は
、「
礼
不
下
庶
人
、
刑
不
上
大
夫
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
大
夫
（
官
人
あ
る
い
は
貴
族
層
）
は
刑
罰
の
侮
辱
を
受
け
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
礼
と
法
が
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
隋
唐
律
の
特
色
で
も
あ
る
。
大
宝
律
・
養
老
律
に
も
、
官
当
条
が
あ
）
17
（
る
。
　
高
塩
博
は
、
日
本
律
が
唐
律
の
引
き
写
し
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
）
18
（
た
。
さ
ら
に
、
私
見
で
は
、
官
当
条
の
継
受
に
、
礼
の
受
容
の
努
力
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
礼
と
法
は
、
同
じ
次
元
の
も
の
で
は
な
い
が
、
律
令
法
と
礼
制
は
不
可
分
で
あ
る
た
め
、
律
の
中
に
は
、
礼
が
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
く
に
、
名
例
律
の
八
虐
（
十
悪
）・
六
議
（
八
議
）・
官
当
な
ど
の
条
文
に
は
、
日
本
に
よ
る
礼
制
の
継
受
が
見
ら
れ
る
。
小
結
　
以
上
の
よ
う
に
、
三
つ
の
段
階
を
認
識
す
る
と
、
天
武
・
持
統
朝
に
お
い
て
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
派
遣
に
よ
っ
て
、
中
国
の
文
明
を
摂
取
し
た
日
本
が
、
固
有
法
的
な
色
彩
の
強
い
没
官
な
ど
の
慣
習
法
を
法
的
に
廃
止
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
律
の
継
受
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
と
し
て
七
世
紀
初
頭
以
来
続
け
ら
れ
た
、
倭
国
（
後
の
日
本
）
に
よ
る
礼
秩
序
の
整
備
の
集
大
成
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
宝
・
養
老
律
の
編
纂
事
業
に
よ
っ
て
、
礼
秩
序
の
整
備
が
促
進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
　
近
年
、
北
宋
天
聖
令
の
公
刊
に
よ
り
、
唐
令
と
日
本
令
と
の
比
較
研
究
や
、
日
本
令
に
含
ま
れ
て
い
る
礼
秩
序
の
研
究
に
つ
い
て
、
多
（ 　 ）
古代日本における律の継受と礼の受容をめぐって
九
94
く
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
律
と
礼
制
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
律
が
、
国
家
シ
ス
テ
ム
の
順
調
な
運
営
の
た
め
に
、
天
皇
以
外
の
人
々
を
制
約
す
る
武
器
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
古
代
の
固
有
法
的
な
色
彩
の
濃
い
慣
習
法
を
あ
え
て
除
去
し
、
五
刑
（
五
罪
）・
十
悪
（
八
虐
）・
八
議
（
六
議
）
な
ど
の
中
国
的
な
律
を
導
入
し
て
改
編
す
る
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
大
宝
・
養
老
律
の
条
文
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
礼
制
の
継
受
の
研
究
は
新
た
な
段
階
に
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
注（1
）
大
隅
清
陽
『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）。
（
2
）
石
母
田
正
『
日
本
古
代
国
家
論　
第
一
部
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）。
（
3
）
吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）。
（
4
）
大
隅
清
陽　
前
掲
注（
1
）。
（
5
）
大
津
透
『
古
代
の
天
皇
制
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）。
（
6
）
大
津
透
「
格
式
の
成
立
と
摂
関
期
の
法
」（
水
林
彪
ほ
か
編
『
新
体
系
日
本
史
2　
法
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
7
）
大
隅
清
陽　
前
掲
注（
1
）。
（
8
）
川
勝
守
『
聖
徳
太
子
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）。
（
9
）
田
島
公
「
外
交
と
儀
礼
」（
岸
俊
男
編
『
日
本
の
古
代
7　
ま
つ
り
ご
と
の
展
開
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
）。
（
10
）
井
上
光
貞
「
隋
書
倭
国
伝
と
古
代
刑
罰
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
一
、
一
九
七
六
年
、
後
に
、『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
所
収　
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）。
（
11
）
井
上
光
貞　
前
掲
注（
10
）。
（
12
）
吉
田
孝
「
名
例
律
継
受
の
諸
段
階
」『
日
本
古
代
の
社
会
と
経
済
』
上
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
、
後
に
、『
続　
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
所
収　
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）。
（
13
）
井
上
光
貞　
前
掲
注（
10
）。
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（
14
）
坂
本
太
郎
ほ
か
編
『
日
本
書
紀
』
下　
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）。
（
15
）
青
木
和
夫
「
浄
御
原
令
と
古
代
官
僚
制
」（『
古
代
學
』
三
、
一
九
五
四
年
、
後
に
、『
日
本
律
令
国
家
攷
』
所
収　
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）。
（
16
）
利
光
三
津
夫
『
律
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
一
年
）。
（
17
）
律
令
研
究
会
編
『
訳
注
日
本
律
令　
上
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）。
（
18
）
高
塩
博
「
日
本
律
編
纂
考
序
説
」（『
法
制
史
研
究
』
三
〇
、
一
九
八
一
年
、
後
に
、『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）。
